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数学と外国学
東京外国語大学 教授 中嶋 嶺雄

現在， 私たちの東京外国語大学へ入学するためには， 共通1次試験を経な
ければならないので， その限りにおいて， 数学は必須だといえよう。しかし，
2次試験が重視される本学の場合， 2次には数学がないのだから， 数学が苦

手な諸君， あるいは共通1次の数学に失敗した諸君にも， 合格への道は十分
に聞かれている。 つまり， ヒアリングを含む外国語の試験がしっかりできて

いれば， 合格の可能性はきわめて高いといえよう。
入試に関しては， 上記の通りであるが， 外国語を修得し， さらにそれらの

外国語（英語および他の外国語 ）を武器にして外国学（Foreign Studiesも
しくはInternational Studies）を目指すようになった場合， 数学はどの程度
必要だろうか。 一般的には， 数学もよくできるにこしたことはない。 最近
では， 国際関係論（International Relations）においても， 計量的な分析や
統計・確率を駆使した研究分野が広がりつつあるし， 国際経済を研究するよ
うな人にとっても数学は必要だといえよう。

だが， 世の中には， 語学や人文・社会科学分野の科目は得意だが， こと数
学だけは苦手だという人も多いはずである。 私もその1 人だったけれど， そ
のような人にとっては， 英語や社会科の科目は難なく得点できるのに， 数学

なかじま みねお は少しぐらい勉強しても． 難しくてついてゆけないといったケースが多いの

1936年総本市生まれ． ではないか。 このような人たちにとって， 東京外国語大学は大いに可能性の
1960年東京外悶館大学中ある大学であろうし， 21世紀に向けて， いよいよ我が国が本格的な国際化時図科卒業。1965年東京大学

大学院国際関係諭謀総卒業．代を迎えようとしている今日， 外国語を学び， さらに外国研究， 特に国際聞
社会学博士． 係論や地域研究（Area Studeis）を勉強することの重要性はますます大きく

事t花． 国際l関係諸および
現代中国学・アジア地波研 なってきている。そして， このよフな分野の研究には， 実際のところ数学は，
究を東京外国籍大学外国語 ほとんど必要でない。なまじ数学的思考で国際社会をとらえようとすると，ど
学部および同大学大学院地
域研究研究科で教えている． フしでも無機的で薄っぺらなものになってしまし＼ まるで実験室のなかの蒸
例年は． サントリー学慈賞 留水のような世界認織になってしまうことの方が多い。 国際社会も国際関係
の r北京 青！11.!I J （筑1,r.QF房）
『

． ． も， 結局は， 人間および人間集団が形成するものであるから， そこには愛憎
中ソ対立と現代』（中央公

論社）など多数。 日仏共同 渦巻くドロドロした現実が存在するのである。 このような分野を人聞の原点
研究をまとめた細符r中国 に立ち戻って追求するためには， やはり人文・社会科学的な鋭い問題意識との戦略』を最近，<I）て刊行

し 世界の中国学界の粋を 方法論が必要なのて・あって， それは数学とは別の世界の事柄だと私は確信し
集めたハーバード大学制r中 ている。 その意味では数学の苦手の諸君こそ， 21世紀に向けて大いに期待さ問史叢担ねにも執鍛するな
ど間際舞台の第一線でもれ汚 れる人材なのだ。
Ill中。
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